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経
済
の
成
長
、
発
展
に
対
し
て
各
種
の
金
融
機
関
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
。
こ
こ
に
お
い
て
は
経
済
の
成
長
と
発
展
と
を
区
別
し
、
経
済
成
長
を
以
て
国
民
純
産
出
物
の
増
加
、
経
済
発
展
を
国
民
一
人
当
り
平
均
純
産
出
物
の
増
加
と
規
定
す
る
。
即
ち
こ
の
概
念
規
定
に
お
い
て
は
経
済
成
長
を
経
済
発
展
よ
り
も
広
義
の
概
念
で
あ
る
と
解
し
、
国
民
純
産
出
物
は
増
加
す
る
が
、
そ
の
増
加
率
は
人
ロ
増
加
率
に
等
し
く
、
国
民
一
人
当
り
平
均
純
産
出
物
が
不
変
で
あ
る
湯
合
と
、
国
民
純
産
出
物
の
増
加
率
が
人
口
増
加
率
を
超
え
、
国
民
一
人
当
l
平
均
純
産
出
物
が
増
加
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
は
即
ち
単
純
な
る
成
長
で
あ
り
、
後
者
は
発
展
を
含
む
成
長
で
あ
る
。
然
し
て
前
者
の
場
合
に
は
経
済
は
単
に
量
的
に
膨
脹
し
た
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
各
種
金
融
機
関
の
作
用
が
こ
の
成
長
過
程
を
通
じ
て
特
に
変
化
す
べ
き
理
由
は
存
し
な
い
が
、
後
者
の
場
合
に
は
貯
蓄
性
向
等
も
変
化
す
る
を
以
て
金
融
機
関
相
互
間
の
関
係
が
変
化
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
産
業
構
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
(
l
)
 
開
題
ー
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
ー
産
業
構
造
と
金
融
構
造
安
田
信
2
 
る。
（
二
）
産
業
構
造
の
変
化
と
そ
の
構
造
に
お
け
る
金
融
機
関
の
地
位
産
業
栂
造
と
金
融
梱
造
（
安
田
）
即
ち
第
一
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
経
済
が
飛
躍
的
に
成
長
、
経
済
の
成
長
、
発
展
と
各
種
金
融
機
関
と
の
関
係
を
考
察
す
る
湯
合
の
重
要
問
題
は
産
業
構
造
の
変
化
で
あ
る
。
即
ち
右
の
如
く
に
経
済
成
長
に
つ
い
て
二
つ
の
場
合
を
区
別
し
、
単
純
な
る
成
長
と
発
展
を
含
む
成
長
と
す
る
と
き
、
産
業
構
造
は
経
済
発
展
と
と
も
に
変
化
す
る
。
経
済
発
展
の
基
本
的
要
因
と
な
る
ほ
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
し
て
、
よ
り
正
確
に
云
え
ば
こ
の
両
者
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
即
ち
完
全
雇
傭
を
前
提
と
す
る
と
き
国
民
一
人
当
り
平
均
純
産
出
物
の
増
加
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
を
反
映
し
て
い
る
と
も
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
労
働
生
産
性
は
如
何
な
る
要
因
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
か
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
重
要
な
要
因
と
し
て
は
投
資
増
加
と
技
術
的
進
歩
の
阿
者
を
挙
げ
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
現
実
的
に
は
こ
の
両
者
は
一
体
と
な
り
、
独
立
投
資
と
し
て
発
展
を
含
む
経
済
成
長
に
最
も
重
要
な
作
用
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
生
産
性
上
昇
と
の
関
係
に
お
い
て
は
概
念
的
に
は
こ
の
両
者
は
区
別
す
る
こ
と
を
得
る
。
然
し
て
こ
の
両
者
の
中
技
循
的
進
歩
に
関
し
て
は
そ
れ
は
金
融
機
関
の
作
用
と
関
係
し
な
い
が
、
投
資
に
つ
い
て
は
そ
の
資
金
供
給
と
関
連
し
て
金
融
機
限
が
直
接
に
作
用
す
本
稿
ほ
右
の
如
き
立
場
よ
り
発
展
を
含
む
経
済
成
長
と
金
融
と
の
関
係
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
抽
象
的
に
で
は
な
く
具
体
的
に
把
握
す
る
が
た
め
に
特
定
の
社
会
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
且
つ
こ
の
特
定
の
社
会
と
は
資
料
の
関
係
上
ア
メ
リ
カ
経
済
の
こ
と
に
し
て
、
な
お
そ
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
つ
い
て
も
一
九
二
0
年
代
の
み
を
対
象
と
す
る
。
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
、
二
発
展
し
た
期
間
に
し
3
 
右
の
如
き
理
由
に
よ
り
産
業
横
造
に
お
け
る
変
化
を
私
的
産
業
に
お
け
る
変
化
に
限
定
し
て
そ
れ
を
一
九
二
0
年
代
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
、
そ
れ
は
如
何
な
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
か
。
こ
の
湯
合
産
業
を
コ
ー
リ
ソ
・
ク
ラ
ー
ク
以
来
今
日
に
て
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
分
類
で
あ
る
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
と
し
、
且
つ
第
一
次
産
業
が
最
・
林
・
漁
業
で
あ
る
点
は
コ
ー
リ
ン
③
 
・
ク
ラ
ー
ク
の
説
く
と
こ
ろ
と
同
一
で
あ
る
が
、
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
に
つ
い
て
は
若
干
内
容
を
異
に
す
る
と
し
、
第
二
次
産
業
に
は
鉱
業
、
製
造
業
、
運
輪
・
通
信
業
、
公
益
企
業
、
第
三
次
産
業
に
は
其
他
の
諸
産
業
を
含
む
。
然
し
て
こ
の
産
業
分
類
に
よ
る。 て
、
そ
の
純
国
民
所
得
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
一
九
年
の
六
七
三
億
ド
ル
よ
り
二
九
年
に
は
八
五
0
億
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
五
九
六
億
ド
ル
よ
り
八
五
0
億
ド
ル
と
四
ニ
・
六
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
年
率
三
・
六
。
＾
ー
セ
ン
ト
強
、
ま
た
人
口
は
一
九
年
の
一
・
O五
億
よ
り
二
九
年
に
は
一
・
ニ
ニ
億
と
一
六
・
ニ
。
＾
ー
セ
ン
ト
増
加
、
従
っ
て
人
ロ
一
人
当
り
平
均
純
所
得
は
ニ
ニ
・
七
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
年
率
二
.-。^
1
七
ン
ト
弱
の
増
加
と
な
っ
て
い
奇
然
し
て
か
く
の
如
く
経
済
が
発
展
を
含
ん
で
成
長
す
る
と
き
産
業
構
造
は
当
然
に
変
化
す
る
が
、
そ
の
場
合
そ
の
指
標
を
産
業
源
泉
別
所
得
に
求
め
、
且
つ
先
ず
第
一
に
私
的
産
業
と
政
府
と
を
区
別
す
る
と
私
的
産
業
に
て
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
の
六
三
三
億
ド
ル
よ
り
二
九
年
七
九
六
億
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
五
六
一
億
ド
ル
よ
り
七
九
六
僻
ド
ル
、
四
一
・
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
年
率
三
・
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
弱
、
政
府
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
四
0
億
ド
ル
、
二
九
年
五
四
低
ド
ル
、
二
九
図
年
ド
ル
に
て
三
五
億
ド
ル
よ
り
五
四
億
ド
ル
、
五
四
・
三
。
＾
ー
セ
ソ
ト
、
年
率
四
・
六
。
＾
ー
セ
ン
ト
強
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
政
府
の
産
業
横
造
に
お
い
て
の
地
位
は
こ
の
期
間
に
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
源
泉
所
得
を
各
一
九
年
と
二
九
年
に
お
い
て
私
的
産
業
の
源
泉
所
得
と
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
い
ず
れ
に
て
も
極
わ
め
て
小
な
る
割
合
で
あ
る
を
以
て
産
業
構
造
全
体
の
変
化
に
は
僅
，
ず
か
な
影
評
を
与
え
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
圧
倒
的
地
位
を
占
め
る
私
的
産
業
に
お
け
る
変
化
が
産
業
構
造
変
化
の
決
定
的
要
因
と
な
産
業
構
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）�“ 
現
象
で
は
な
く
、
経
済
成
長
に
伴
う
一
般
的
現
象
と
も
解
し
得
る
。
く
上
昇
し
て
い
る
。
二
九
年
三
四
二
儲
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
一
九
年
ニ
ニ
九
位
ド
ル
、
二
九
年
三
四
二
低
ド
ル
、
四
九
・
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
増
加
、
第
三
次
産
業
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
二
五
四
低
ド
ル
、
二
九
年
三
七
〇
低
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
一
九
年
ニ
ニ
五
低
ド
ル
、
二
九
年
三
④
 
産
業
一
九
.o·~ 
に
は
第
一
次
産
業
一
O・
一
次
産
業
の
地
位
が
著
る
し
く
低
下
し
た
の
に
対
し
て
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
は
上
井
し
、
殊
に
第
三
次
産
業
の
地
位
は
著
し
右
は
経
済
成
長
に
伴
う
産
業
諧
造
の
変
化
で
あ
る
が
、
金
融
機
謁
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
如
何
。
云
う
ま
で
も
な
く
金
磁
機
限
は
第
三
次
産
業
に
属
す
る
が
、
そ
の
産
業
源
泉
別
所
得
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
六
八
低
ド
ル
、
二
九
年
一
〇
九
低
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
固
六
0
億
ド
ル
よ
り
一
〇
九
億
ド
ル
と
八
一
・
七
。
＾
ー
セ
ソ
ト
、
年
率
六
・
一
六
パ
ー
セ
ソ
ト
の
硝
加
に
し
て
、
そ
の
珀
加
率
は
私
的
産
業
全
体
の
増
加
率
を
逝
る
か
に
超
え
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
一
部
門
を
椴
成
す
る
第
三
次
産
業
の
増
加
率
を
も
可
成
り
超
え
て
い
る
。
か
く
の
如
く
金
融
機
関
の
産
業
全
体
に
お
い
て
の
地
位
は
こ
の
時
代
に
は
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
こ
の
期
圃
に
の
み
特
有
な
ー
ビ
ス
を
示
す
も
の
に
し
て
、
金
融
機
腐
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
云
う
ま
で
も
な
く
信
用
の
援
受
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
援
受
す
る
信
用
批
は
そ
の
捉
供
す
る
サ
且
つ
こ
の
信
用
位
は
そ
の
連
用
貸
金
批
を
通
し
て
測
定
し
得
る
が
、
そ
の
迎
用
只
金
位
は
次
節
に
加
い
る
と
き
第
一
次
産
業
の
所
得
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
―
二
0
位
ド
9
ル
、
二
九
年
八
四
低
ド
ル
、
二
九
年
ド
ル
に
て
ほ
一
〇
六
億
ド
ル
産
業
梱
沼
と
金
繭
椴
造
（
安
田
）
四
属》
て
述
べ
る
如
く
経
済
成
長
と
と
も
に
増
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
一
般
的
に
は
そ
の
増
加
率
は
成
長
率
を
超
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
金
融
機
関
に
お
い
て
は
最
近
に
お
け
る
事
務
の
機
械
化
ま
で
は
そ
の
機
械
化
の
可
能
範
囲
は
小
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
労
働
生
産
性
上
昇
率
は
産
業
一
般
の
そ
れ
よ
り
遥
る
か
に
小
で
あ
っ
た
が
、
賃
銀
水
準
は
産
業
一
般
の
労
働
生
産
性
上
昇
率
と
必
ず
し
も
同
一
割
合
に
お
い
て
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
お
い
て
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
然
し
て
金
融
機
関
の
産
業
構
一
九
二
0
年
代
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
て
は
右
の
如
く
発
展
を
含
ん
で
経
済
は
成
長
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
、
更
ら
に
は
金
融
機
関
の
地
位
の
変
化
は
右
の
如
く
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
金
融
機
関
内
部
に
て
は
い
か
な
る
変
化
が
あ
っ
た
か
。
D
e
p
t
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よ
り
求
め
た
。
（三）
経
済
成
長
、
発
展
と
金
融
機
構
経
済
が
発
展
を
含
ん
で
成
長
す
る
と
き
金
融
機
関
相
互
間
の
関
係
は
い
か
に
変
化
す
る
か
。
本
節
に
て
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
性
質
上
そ
れ
は
当
然
に
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
に
限
定
す
る
。
ま
た
金
融
機
関
相
互
閻
の
産
業
楷
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
造
に
お
い
て
の
地
位
の
上
昇
も
こ
の
こ
と
に
も
と
ず
く
。
五
-̂
各金融機関の総資産表
（単位10位ドル）
年 1 商業銀行 : に詈l合 計開法銀I翡法銀i小計
m I 12, I (3) I (4) (5) I is, I (7> I (Bl 
1919 , 21.2 , 20.9 , 42.l 5.2 , 6.81 2.5 , 56.6 
29 27 .4 34.6 62.0 10.0 17.7 8.7 98.2 
本表の中第(2),(3),(5),(7)の各概はU.S. Dept. of Commerce, 
Historical Statistics of the United States, による。その
中第(2)閲ItSeries N. 28, 第13)欄は N.46,第(5)梱は N.仏第
(7)関は H.121による。但し第(7)梱のみは預料の関係上1919年の
代わりに1920年である。また第(6)tllは Instituteof Life Ins-
urance, Fact Book, 1957, p. 61の tableによる。
を
含
む
経
済
成
長
と
金
融
機
関
と
の
関
係
を
考
察
す
る
湯
合
に
お
い
て
の
注
目
す
産
業
栂
造
と
金
賊
樅
追
（
安
田
）
関
係
と
云
う
も
連
邦
準
備
銀
行
は
中
央
銀
行
と
し
て
他
の
銀
行
と
異
な
る
性
質
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
れ
を
対
象
よ
り
除
く
。
各
金
融
機
関
の
資
産
の
中
に
は
周
知
の
如
く
建
物
其
他
そ
れ
を
経
営
す
る
に
必
要
な
什
器
等
が
含
ま
れ
、
ま
た
銀
行
等
に
て
は
支
払
総
資
産
を
以
て
こ
れ
を
代
表
す
る
。
そ
の
場
合
そ
の
総
資
産
は
金
融
機
関
相
互
間
の
関
係
を
最
も
明
確
に
示
す
で
あ
ろ
う
。
合
の
四
者
全
体
と
し
て
の
総
資
産
は
各
年
ド
ル
に
て
一
九
年
の
五
六
六
低
ド
ル
よ
に
対
し
て
純
国
民
所
得
は
政
府
源
泉
所
得
と
私
的
産
業
源
泉
所
得
の
両
者
を
合
計
し
て
各
年
ド
ル
に
て
は
一
九
年
六
七
三
低
ド
ル
、
二
沈
年
八
五
0
位
ド
ル
、
増
加
率
二
六
。
―
―
-
。
＾
ー
セ
ソ
ト
、
ま
た
私
的
産
業
の
み
に
て
は
一
九
年
六
三
三
位
ド
ル
、
二
九
年
七
九
六
箆
ド
ル
、
増
加
率
二
五
・
八
。
＾
ー
セ
ソ
ト
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
金
融
機
関
全
体
の
資
産
増
加
率
は
国
民
所
得
の
増
加
率
を
逝
る
か
に
超
え
る
。
発
展
ペ
き
一
現
象
で
あ
ろ
う
。
右
は
金
融
機
関
の
資
産
増
加
と
発
展
を
含
む
経
済
成
長
と
の
脚
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
金
融
機
関
の
内
部
に
お
い
て
は
い
か
な
る
変
化
が
あ
っ
た
か
。
上
表
よ
り
一
九
年
と
二
九
年
と
の
間
の
資
産
増
加
率
を
求
め
る
と
商
業
銀
行
の
増
加
率
四
七
・
―
-r̂
1
セ
ソ
ト
、
貯
菩
銀
行
九
ニ
・
三
パ
ー
セ
上
表
が
示
す
如
く
商
業
銀
行
、
貯
菩
銀
行
、
生
命
保
険
会
社
、
貯
菩
・
代
付
組
. "
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七
ハ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
商
業
銀
行
の
中
、
国
法
銀
行
と
州
法
銀
行
と
の
各
増
加
率
は
二
九
・
ニ
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
六
五
・
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
し
て
、
そ
の
結
果
一
九
年
に
は
右
諸
金
融
機
関
資
ハ
ー
セ
ン
ト
、
貯
蓄
・
貸
付
組
合
四
・
四
。
＾
1
七
ン
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
二
九
年
に
は
金
融
機
関
の
総
資
産
九
八
二
億
ド
ル
に
対
し
て
各
金
融
機
関
の
資
産
の
割
合
は
商
業
銀
行
六
三
・
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
中
、
国
法
銀
行
二
七
・
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
州
法
銀
行
三
五
・
ニ
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
貯
蓄
銀
行
一
〇
・
ニ
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
生
命
保
険
会
社
一
七
・
六
。
＾
ー
七
ン
ト
、
貯
蓄
・
貸
付
組
合
九
-o・
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
一
九
二
0
年
代
に
は
商
業
銀
行
に
対
す
る
他
の
金
融
機
関
の
地
位
が
上
昇
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
商
業
銀
行
内
部
に
て
も
国
法
銀
行
に
対
し
て
州
法
銀
行
の
地
位
が
上
昇
し
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
原
因
は
何
か
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
二
0
年
代
の
銀
行
預
金
の
楷
成
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
貯
蓄
銀
行
及
び
郵
便
貯
蓄
を
含
み
、
且
つ
銀
行
間
の
預
金
を
除
い
た
る
全
銀
行
組
織
に
お
い
て
の
要
求
払
預
金
(
d
e
m
a
n
d
d
e
p
o
s
i
t
s
)
と
有
期
貯
金
(
t
i
m
e
d
e
p
o
s
i
t
s
)
は、
一
九
年
に
は
要
求
払
預
金
一
七
六
億
ド
ル
、
有
期
預
金
一
三
四
億
ド
ル
、
合
計
三
一
0
億
ド
ル
に
対
し
て
、
二
九
年
に
は
要
求
払
預
金
三
二
五
億
ド
ル
、
有
期
預
金
二
八
六
億
ド
ル
、
合
計
五
―
一
億
ド
ル
と
要
求
払
預
金
が
二
七
・
八
。
＾
ー
セ
ソ
ト
の
増
加
で
あ
る
の
に
対
。
＾
＇
・
セ
ン
ト
、
有
期
預
金
四
三
・
ニ
。
＾
ー
セ
ン
ト
よ
り
二
九
年
に
は
前
者
は
四
四
・
O。
^
ー
セ
ン
ト
、
後
者
は
五
六
。
0
。
＾
ー
セ
ン
ト
ー
に
変
化
し
て
い
る
。
右
の
如
く
金
融
機
構
に
お
い
て
は
商
業
銀
行
の
地
位
が
低
下
し
て
、
貯
蓄
銀
行
、
生
命
保
険
会
社
等
の
地
位
が
上
昇
し
、
ま
た
全
銀
産
業
構
造
と
金
融
栂
造
（
安
田
）
8
 
産
業
檄
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
行
組
織
に
て
は
要
求
払
預
金
が
相
対
的
に
は
減
少
し
て
、
有
期
預
金
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
事
実
は
も
と
よ
り
無
廣
係
で
ほ
あ
周
知
の
如
く
商
業
銀
行
が
他
の
金
融
機
園
と
区
別
せ
ら
れ
る
べ
き
特
質
は
当
座
取
引
を
主
要
業
務
と
し
、
そ
の
預
金
を
受
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
要
求
払
預
金
と
は
有
期
預
金
と
と
も
に
そ
の
法
定
準
備
制
度
と
園
連
す
る
預
金
の
分
類
に
し
て
、
期
限
ー
―
10日
以
内
の
預
金
を
要
求
払
預
金
、
三
0
日
を
超
え
る
預
金
を
有
期
預
金
と
称
し
、
阿
者
は
そ
の
法
定
雖
備
率
を
異
に
す
る
。
そ
れ
故
に
概
念
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
て
は
要
求
払
預
金
は
当
座
預
金
よ
り
も
広
義
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
現
実
の
朋
艇
と
し
て
は
要
求
払
預
金
の
大
部
分
は
当
座
預
金
と
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に
こ
の
当
座
預
金
は
銀
行
に
と
っ
て
は
預
金
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
流
通
通
貨
の
一
種
類
に
し
て
、
価
値
保
蔵
の
た
め
の
預
金
で
あ
る
他
の
預
金
と
は
異
な
る
。
右
の
如
く
に
考
え
る
と
一
九
二
0
年
時
代
に
は
要
求
払
預
金
と
有
期
預
金
の
両
者
は
増
加
し
た
が
、
殊
に
後
者
が
沌
加
し
、
相
対
的
に
は
前
者
に
比
較
し
て
後
者
が
増
加
し
た
事
実
は
当
座
預
金
と
他
の
預
金
と
の
輿
係
に
も
妥
当
す
る
と
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
当
座
預
金
と
他
の
預
金
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
が
、
こ
の
こ
と
よ
り
後
者
の
増
加
は
貯
菩
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
そ
の
結
果
で
な
い
と
す
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
一
企
業
に
お
い
て
当
座
預
金
が
増
加
し
た
が
、
他
の
資
産
及
び
負
偵
に
は
変
化
は
な
く
、
そ
の
未
分
配
利
潤
の
み
が
増
加
し
た
場
合
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
か
く
の
如
き
輻
端
な
る
楊
合
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
れ
に
接
近
す
る
場
合
は
存
在
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
貯
菩
と
無
脚
係
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
れ
は
貯
蓄
の
い
か
な
る
も
の
と
関
係
す
る
か
で
あ
る
が
、
貯
菩
性
向
と
腐
係
す
る
。
即
ち
与
え
ら
れ
た
経
済
事
情
の
下
に
て
は
貯
菩
性
向
が
大
で
あ
る
こ
と
は
後
述
の
如
く
当
座
預
金
と
比
較
し
て
相
対
的
に
他
の
預
金
が
増
加
し
得
る
の
で
あ
る
。
要
求
払
預
金
と
有
期
預
金
と
の
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
右
の
如
く
解
す
る
と
き
、
―
-0年
代
に
お
い
て
生
命
保
険
り
得
な
い
。
八
0, 
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
九
0
0年
に
は
三
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
二
0
年
三
四
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
三
0
年
三
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
四
0
年
四
八
。
＾
産
業
栂
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
年
と
考
え
ら
れ
る
を
以
て
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
九
＾
ン
セ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
八
0
0年
よ
り
一
九
四
八
年
ま
で
の
約
一
五
0
年
間
に
わ
た
り
通
貨
と
預
金
の
合
計
斎
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
割
合
は
一
八
0
0年
に
お
け
る
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
よ
り
一
九
0
0年
に
は
五
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
且
つ
一
九
二
0
年
は
五
七
バ
ー
セ
ン
ト
‘
-
―
-0年
七
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
四
0
年
八
二
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
四
③
 
八
年
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
て
こ
の
中
、
四
0
年
よ
り
四
八
年
ま
で
の
期
間
を
除
け
ば
他
の
期
間
に
て
は
一
般
的
に
上
昇
し
て
を
り
、
且
つ
一
九
四
八
年
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
若
干
の
年
を
経
過
し
た
に
過
ぎ
ず
、
な
お
そ
の
影
唇
が
存
在
す
る
特
殊
の
一
般
的
に
は
発
展
を
含
む
経
済
成
長
に
伴
っ
て
そ
の
割
合
が
上
昇
す
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
＾
ン
セ
ン
は
そ
の
内
容
を
細
別
し
て
要
求
払
預
金
を
含
む
通
貨
と
有
期
預
金
の
各
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
を
一
八
九
二
年
よ
り
一
九
四
八
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
前
者
は
一
八
九
二
年
に
は
三
一
。
＾
ー
セ
す。 一
五
六
・
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、
図る。
然
し
て
こ
の
責
任
準
備
金
は
貯
蓄
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
会
社
の
金
融
機
構
に
お
け
る
地
位
が
上
昇
し
た
事
実
に
つ
い
て
も
ま
た
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
を
得
る
。
即
ち
生
命
保
険
会
社
の
総
資
険
料
収
入
、
並
に
そ
れ
に
伴
う
責
任
準
備
金
増
加
の
結
果
に
し
て
、
且
つ
そ
の
保
険
契
約
高
、
保
険
料
収
入
、
責
任
準
備
金
を
具
体
的
に
示
す
と
保
険
契
約
高
は
一
九
年
二
五
八
億
ド
ル
、
二
九
年
七
五
七
億
ド
ル
、
保
険
料
収
入
は
一
�＾
ー
セ
ン
ト
よ
り
一
九
0
0年
に
は
五
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
且
つ
一
九
二
0
年
は
五
七
バ
ー
セ
ン
ト
‘
-
―
-0年
七
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
四
0
年
八
二
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
四
③
 
八
年
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
て
こ
の
中
、
四
0
年
よ
り
四
八
年
ま
で
の
期
間
を
除
け
ば
他
の
期
間
に
て
は
一
般
的
に
上
昇
し
て
を
り
、
且
つ
一
九
四
八
年
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
若
干
の
年
を
経
過
し
た
に
過
ぎ
ず
、
な
お
そ
の
影
唇
が
存
在
す
る
特
殊
の
一
般
的
に
は
発
展
を
含
む
経
済
成
長
に
伴
っ
て
そ
の
割
合
が
上
昇
す
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
＾
ン
セ
ン
は
そ
の
内
容
を
細
別
し
て
要
求
払
預
金
を
含
む
通
貨
と
有
期
預
金
の
各
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
を
一
八
九
二
年
よ
り
一
九
四
八
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
前
者
は
一
八
九
二
年
に
は
三
一
。
＾
ー
セ
す。 一
五
六
・
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、
図る。
然
し
て
こ
の
責
任
準
備
金
は
貯
蓄
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
会
社
の
金
融
機
構
に
お
け
る
地
位
が
上
昇
し
た
事
実
に
つ
い
て
も
ま
た
容
易
に
説
明
す
る
こ
と
を
得
る
。
即
ち
生
命
保
険
会
社
の
総
資
産
は
前
述
の
如
く
こ
の
期
間
に
一
五
七
•
四
．
＾
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
根
本
的
に
は
保
険
契
約
高
増
加
に
も
と
ず
く
保
険
料
収
入
、
並
に
そ
れ
に
伴
う
責
任
準
備
金
増
加
の
結
果
に
し
て
、
且
つ
そ
の
保
険
契
約
高
、
保
険
料
収
入
、
責
任
準
備
金
を
具
体
的
に
示
す
と
保
険
契
約
高
は
一
九
年
二
五
八
億
ド
ル
、
二
九
年
七
五
七
億
ド
ル
、
保
険
料
収
入
は
一
九
年
―
二
億
ド
ル
、
二
九
年
三
＝
―
位
右
の
各
増
加
率
、
殊
に
責
任
準
備
金
の
増
加
率
は
総
資
産
の
増
加
と
対
応
す
る
関
係
あ
そ
の
増
加
率
の
大
で
あ
る
こ
と
は
貯
蓄
性
向
の
大
で
あ
る
こ
と
を
示
ド
ル
、
責
任
準
備
金
は
一
・
九
年
五
八
億
ド
ル
、
二
九
年
一
四
九
億
ド
ル
、
各
一
九
三
•
四
。
＾
ー
セ
ン
ト
、一
七
五
•
O
。
＾
ー
セ
ン
ト
、
10 
産
業
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ー
セ
ソ
ト
、
四
八
年
五
〇
。
＾
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
有
期
預
金
は
一
八
九
二
年
一
六
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
セ
ソ
ト
、
二
0
年
二
三
。
＾
ー
セ
ソ
ト
、
三
0
年
三
九
パ
ー
セ
ソ
ト
、
四
0
年
三
四
。
＾
ー
セ
ソ
ト
、
四
八
年
二
六
。
＾
ー
セ
ソ
ト
と
低
下
し
山
て
い
る
。
こ
の
場
合
直
ち
に
明
ら
か
な
如
く
一
八
九
二
年
よ
り
一
九
三
0
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
通
貨
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
は
殆
ん
ど
不
変
で
あ
る
が
、
有
期
預
金
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
は
上
昇
を
持
続
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
九
三
0
年
以
後
に
て
は
事
情
は
変
化
し
、
前
者
の
割
合
は
上
昇
し
た
が
、
後
者
の
割
合
は
低
下
し
た
。
然
し
て
そ
の
理
由
の
如
何
は
別
と
し
、
少
く
と
も
一
九
―
―
-0年
代
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
云
え
ば
一
―
-0年
代
は
周
知
の
如
く
大
不
況
の
期
間
に
し
て
、
経
済
は
殆
ん
ど
成
長
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
四
0
年
よ
り
四
八
年
ま
で
の
期
間
は
第
二
次
大
戦
を
含
む
が
故
に
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
一
九
一
l-0年
ま
で
の
事
実
が
正
常
な
状
痕
の
下
に
お
け
る
発
展
を
含
む
経
済
成
長
と
通
貨
及
び
預
金
、
更
ら
に
は
そ
の
構
成
内
容
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
云
い
得
べ
く
、
且
つ
そ
れ
に
よ
れ
ば
経
済
の
発
展
を
含
む
成
長
と
と
も
に
通
貨
及
び
預
金
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
は
上
昇
す
る
が
、
そ
の
上
井
は
有
期
預
金
の
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
の
上
昇
に
も
と
ず
く
。
そ
れ
で
は
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
か
で
あ
る
が
、
貯
菩
性
向
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
経
済
成
長
に
伴
う
貯
蓄
性
向
の
上
昇
を
原
因
と
し
て
一
八
九
二
年
以
後
要
求
払
預
金
に
対
す
る
有
期
預
金
の
割
合
は
上
丼
を
持
続
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
て
そ
の
こ
と
が
一
九
二
0
年
代
に
お
い
て
右
の
如
き
結
果
を
生
じ
た
根
本
的
理
由
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
こ
の
期
間
に
お
け
る
金
融
機
構
の
変
化
と
し
て
考
察
す
る
を
要
す
る
は
そ
の
中
核
で
あ
る
銀
行
に
お
い
て
の
集
中
化
の
問
題
周
知
の
如
く
一
般
産
業
に
お
け
る
集
中
化
傾
向
と
対
応
し
て
銀
行
に
て
も
集
中
化
の
傾
向
が
あ
る
が
、
特
に
銀
行
に
て
は
そ
の
傾
向
固
が
顕
著
に
し
て
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
五
大
銀
行
の
確
立
は
す
で
に
第
一
次
大
戦
直
後
に
生
じ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
1
0
 一九
0
0年
一
八
。
＾
1
11 
は
あ
る
が
、
に
て
は
若
千
事
情
を
異
に
す
る
。
即
ち
同
国
は
そ
の
国
成
立
の
事
情
よ
り
す
る
も
、
長
期
的
に
は
中
央
集
権
下
へ
の
傾
向
に
は
あ
る
が
、
各
州
の
政
治
的
独
立
性
は
大
で
あ
り
、
且
つ
中
央
集
権
下
へ
の
傾
向
が
急
激
と
な
っ
た
の
は
一
九
三
0
年
代
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
故
に
二
0
年
代
に
は
今
日
よ
り
も
な
お
よ
り
以
上
に
各
州
の
政
治
的
独
立
性
は
大
で
あ
っ
た
。
然
し
て
こ
の
こ
と
は
そ
の
金
融
機
構
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え
、
例
え
ば
中
央
銀
行
制
度
を
確
立
す
る
に
際
し
て
も
他
国
に
て
は
当
然
に
そ
れ
は
一
行
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
て
は
そ
の
全
地
域
を
ご
一
の
地
域
に
分
割
し
、
各
地
域
に
連
邦
準
備
銀
行
を
設
立
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
こ
と
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
そ
の
こ
と
は
商
業
銀
行
制
度
に
い
か
に
作
用
し
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
州
法
銀
行
に
つ
い
て
は
も
と
よ
り
で
⑥
 
あ
る
が
、
国
法
銀
行
に
て
も
州
を
超
え
て
営
業
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
そ
れ
故
に
同
国
に
て
は
そ
の
法
律
的
制
約
の
た
め
に
支
店
を
有
せ
ざ
る
単
一
銀
行
(
u
n
i
t
b
a
n
k
)
が
多
数
に
存
在
す
る
も
の
に
し
て
、
例
え
ば
一
九
二
九
年
六
月
末
に
は
国
法
銀
行
は
七
五
三
六
行
存
在
し
た
が
、
そ
の
中
に
て
支
店
を
有
す
る
銀
行
は
一
六
七
行
、
ま
た
州
法
銀
行
一
六
七
九
二
行
の
中
に
て
支
店
を
有
す
る
銀
行
は
五
九
七
行
に
し
て
、
そ
の
割
合
は
前
者
は
ニ
・
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
、
後
者
は
三
・
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
右
支
店
を
有
す
る
銀
行
の
な。
一
行
当
り
平
均
は
国
法
銀
行
六
店
弱
、
州
法
銀
行
四
店
弱
と
な
っ
て
い
こ
の
事
実
よ
り
す
る
も
当
時
に
お
け
る
銀
行
集
中
の
程
度
を
推
察
す
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
な
お
そ
の
程
度
が
小
で
あ
る
と
し
て
も
一
九
二
0
年
代
に
は
銀
行
集
中
化
へ
の
傾
向
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
ど
う
か
。
次
表
が
示
す
如
く
商
業
銀
行
に
て
は
国
法
銀
行
、
州
法
銀
行
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
銀
行
数
は
減
少
し
て
い
る
の
に
資
産
総
額
は
増
加
し
、
従
っ
て
一
行
当
り
平
均
規
模
は
可
成
り
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
事
実
の
み
よ
り
考
察
す
れ
ば
銀
行
集
中
の
事
実
が
存
在
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
九
年
並
に
二
九
年
の
い
ず
れ
を
比
較
す
る
も
国
法
銀
行
は
州
法
銀
行
よ
り
そ
の
規
模
は
大
で
一
行
当
り
平
均
資
産
増
加
率
よ
り
す
れ
ば
小
規
模
で
あ
る
州
法
銀
行
の
資
産
増
加
率
九
四
・
―
―
-
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
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て
、
産
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と
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る。 商業銀行資産平均表
I 
I 
国法銀行 州法銀行
叩秤朝'岳霜〗位当万りI銀行数預産総額 一行当り平銀行数 （単位10 （単位10均（単位万
（単位千） 低ドル） I （単位千）低ドル） ドル）
(2) (3) (5) (6) (7) 
7.8 21.2 19. 7 20.9 106万ドル
7.5 27.4 16.8 34.6 206万ドル
本表は HistoricalStatistics, Series N. 27, 28, 45, 46による。
産
業
栂
造
と
金
祗
檄
造
（
安
田
）
大
規
模
で
あ
る
国
法
銀
行
の
資
産
増
加
率
は
＿
―
-
四
・
一
パ
ー
セ
ソ
ト
に
し
て
、
そ
の
結
果
一
行
当
り
乎
均
資
産
は
一
九
年
に
は
州
法
銀
行
は
国
法
銀
行
の
僅
ず
か
三
九
。0
。
＾
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
二
九
年
に
は
五
六
•
四
．
ハ
ー
七
ソ
ト
に
ま
で
上
井
し
て
い
る
。
か
く
の
如
く
小
規
模
な
銀
行
が
大
規
模
な
銀
行
よ
り
も
そ
の
成
長
率
が
大
で
あ
る
と
い
う
事
実
よ
り
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
銀
行
の
集
中
化
と
い
う
よ
り
は
分
散
化
と
も
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
こ
の
集
中
化
の
問
題
は
な
お
他
の
事
実
と
の
謁
迎
に
お
い
て
考
察
し
な
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
前
述
の
如
く
商
業
銀
行
に
て
は
国
法
銀
行
で
あ
る
と
州
法
銀
行
で
あ
る
と
を
問
う
こ
と
な
く
、
そ
の
大
部
分
が
単
一
銀
行
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
て
支
店
銀
行
の
重
要
性
は
次
第
に
上
井
し
て
い
る
。
即
ち
国
法
銀
行
の
み
に
つ
い
て
云
え
ば
支
店
を
有
す
る
銀
行
は
一
九
二
0
年
に
は
僅
ず
か
に
ニ
ー
行
で
あ
っ
た
の
が
、
二
九
年
に
は
一
六
七
行
に
増
加
し
、
ま
た
預
金
靡
は
七
位
ド
ル
弱
よ
り
八
0
位
ド
ル
弱
と
一
一
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
国
法
銀
行
総
預
金
に
対
し
て
占
め
る
割
合
は
二
0
年
⑧
 
の
四
・
一
パ
ー
セ
ソ
ト
よ
り
三
七
-o・
ハ
ー
セ
ソ
ト
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
よ
り
云
え
ば
一
九
年
に
お
い
て
は
い
ま
だ
銀
行
集
中
の
事
実
が
存
在
し
た
と
は
云
い
得
ざ
る
も
、
二
九
年
に
は
僅
ず
か
に
全
体
の
二
。
＾
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
銀
行
が
全
預
金
の
三
七
.
0バ
ー
セ
ン
ト
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
は
集
中
化
の
事
実
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
築
中
化
が
か
な
り
急
激
で
あ
っ
た
と
考
え
得
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
13 
（四）
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
集
中
と
の
関
連
に
お
い
て
な
お
重
視
を
要
す
る
は
連
鎖
銀
行
業
の
発
展
に
し
て
、
そ
れ
は
一
九
二
0
年
代
に
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
F
a
u
l
k
n
e
r
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
。
コ
オ
ー
ボ
レ
シ
ョ
ン
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ア
メ
リ
カ
銀
行
及
び
他
の
大
銀
行
を
支
配
し
、
更
ら
に
こ
れ
ら
の
大
銀
行
は
五
0
0以
上
の
銀
行
を
そ
の
⑨
 
支
配
下
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
他
の
州
の
銀
行
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
に
考
え
る
な
ら
ば
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
に
て
は
銀
行
は
可
成
り
急
激
に
集
中
化
の
方
向
に
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
。
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各
金
融
機
関
の
作
用
と
産
業
構
造
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
は
急
激
な
経
済
成
長
率
、
及
び
発
展
割
合
を
示
し
た
が
、
F
a
u
l
k
n
e
r
の
説
く
如
く
同
年
代
は
産
業
檄
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
第
一
表
（
五
頁
）
。
―
―
―
ニ
ー
四
頁
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金融機関資金供給表
(10憶ドル）
年
国法銀 非国法 生命保
合計
行 銀行 険会社
(1) I (2) I (3) I (4) I (5) 
1919 11.0 14.1 4.1 29.7 
29 14.8 26.6 12.3 53.7 
本表の中第 (2)梱，第 (3)梱は Historical
Statistics, Series N. 29, 37によった。なお第(3)
欄iこほ貯菩銀行を含む。また第 (4)梱は生命保険会社
の私的企棠株式，社餃の所有涵と mortgages代出
店の合計にして，それは LifeInsurance FactBook• 
1957, p. 67と p.75の合計である。
産
業
椴
造
と
金
磁
棉
造
（
安
田
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
て
銀
行
及
ぴ
生
命
保
険
会
社
の
こ
の
期
間
に
お
け
る
賓
金
供
給
硝
加
益
を
求
め
自
動
車
の
急
激
な
生
産
増
加
と
住
宅
建
築
高
の
増
加
を
以
て
そ
の
特
質
と
す
る
こ
と
を
得
る
。
即
ち
乗
用
車
の
生
産
悩
は
一
九
年
に
ほ
一
六
五
万
台
で
あ
っ
た
の
が
二
九
年
に
は
四
四
六
万
台
と
ニ
・
七
倍
に
増
加
し
、
ま
た
非
晟
家
住
宅
建
築
高
は
一
九
0
一
年
よ
り
一
0
年
ま
で
の
合
計
四
三
三
万
戸
よ
り
二
0
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
合
計
七
0
三
万
戸
に
増
加
し
て
い
が
。
各
金
融
機
関
の
経
済
成
長
に
対
す
る
作
用
を
考
察
す
る
場
合
に
区
別
す
る
を
要
す
る
は
事
前
的
考
察
と
事
後
的
考
察
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
て
は
先
ず
事
後
的
考
察
よ
り
出
発
す
る
。
各
金
融
機
固
が
私
的
各
産
業
（
但
し
住
宅
建
築
を
含
む
）
に
対
し
て
こ
の
期
間
に
供
給
し
た
衰
金
涵
で
あ
る
が
、
そ
の
中
銀
行
（
但
し
貯
蓄
銀
行
を
含
む
）
と
生
命
保
険
会
社
の
資
金
供
給
高
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
上
表
が
示
す
如
く
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
一
九
一
九
年
に
お
け
る
底
的
産
業
へ
の
資
金
供
給
翡
二
九
二
低
ド
ル
に
対
し
て
二
九
年
の
沢
金
供
給
裔
は
五
三
七
億
ド
ル
に
し
て
、
そ
の
増
加
蒻
は
二
四
五
岱
ド
ル
で
あ
る
。
も
っ
と
も
正
確
に
云
え
ば
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
貸
金
供
給
増
加
裔
は
右
の
蛸
加
砧
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
上
表
の
資
金
供
給
商
の
中
、
生
命
保
険
会
社
に
関
し
て
は
有
価
証
券
所
有
高
の
増
加
を
含
む
が
、
銀
行
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
き
、
貸
出
、
商
業
手
形
の
剖
引
に
よ
る
資
金
供
給
裔
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
る
た
め
に
は
、
こ
の
有
価
証
券
所
有
益
の
増
加
を
通
し
て
の
資
金
供
給
珀
加
益
一
四
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産
業
構
造
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右
の
如
く
連
邦
準
備
銀
行
を
除
く
銀
行
全
体
の
一
九
一
九
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
私
企
業
発
行
の
証
券
所
有
高
の
増
加
を
五
0
億
ド
有
高
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
る
。
一
五
一
九
二
0
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
公
俄
発
行
高
を
検
討
す
る
と
連
邦
政
府
は
約
八
七
億
ド
ル
減
少
し
て
い
る
が
、
州
及
び
地
方
政
府
2
 
は
逆
に
一
0
0
億
ド
ル
増
加
し
、
阿
者
を
併
せ
考
慮
す
る
と
若
干
増
加
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
次
ぎ
に
生
命
保
険
会
社
で
あ
る
が
•
そ
の
連
邦
政
府
の
公
債
の
所
有
高
は
一
九
一
九
年
に
は
七
・
八
億
ド
ル
、
二
九
年
は
三
・
四
億
ド
ル
と
四
•
四
億
ド
ル
減
少
し
て
い
る
が
、
州
及
び
地
方
政
府
公
債
の
所
有
高
は
一
九
年
の
三
・
ニ
億
ド
ル
よ
り
九
・
一
億
ド
ル
と
五
・
九
億
ド
ル
増
加
し
、
右
の
連
邦
政
府
と
州
及
び
地
方
政
府
の
各
公
債
発
行
高
と
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
の
み
で
は
な
く
、
両
者
を
併
せ
た
生
命
保
険
会
社
の
公
佃
所
有
増
加
⑱
 
高
は
僅
ず
か
に
一
・
五
億
ド
ル
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
二
九
年
末
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
公
債
発
行
高
は
一
六
九
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
中
商
業
銀
行
の
公
依
所
有
高
は
約
五
0
億
囚
固
ド
ル
に
し
て
、
こ
れ
に
貯
蓄
銀
行
等
の
所
有
高
を
加
え
る
も
五
三
億
ド
ル
程
度
に
と
ど
ま
る
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
準
備
銀
行
を
除
く
銀
行
全
体
と
し
て
の
有
価
証
券
所
有
高
は
二
九
年
末
に
て
は
連
邦
政
府
偵
を
含
み
一
七
四
億
ド
ル
で
あ
る
を
以
て
約
囮
ーニ
0
億
ド
ル
が
州
及
び
地
方
政
府
発
行
の
公
債
と
私
企
業
発
行
の
証
券
所
有
高
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
両
者
の
内
訳
は
如
何
と
な
る
が
そ
れ
は
明
確
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
前
述
の
如
く
一
九
一
九
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
連
邦
政
府
偵
は
減
少
し
て
い
る
が
州
及
び
地
方
政
府
債
は
増
加
し
、
且
つ
両
者
は
全
体
と
し
て
は
若
干
増
加
し
て
い
る
。
然
し
て
連
邦
準
備
銀
行
を
除
く
銀
行
全
体
と
し
て
の
証
券
所
有
高
の
中
、
連
邦
政
府
債
、
州
及
び
地
方
政
府
債
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
対
応
す
る
関
係
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
き
、
銀
行
全
体
と
し
て
の
連
邦
政
府
債
、
州
及
び
地
方
債
、
私
企
業
発
行
の
証
券
所
有
高
は
一
九
年
末
の
ー
ニ
0
億
ド
ル
よ
り
二
九
年
末
に
は
一
七
四
億
ド
ル
と
五
四
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
が
、
が
J
の
中
の
大
部
分
、
即
ち
約
五
0
億
ド
ル
は
私
企
業
発
行
の
証
券
所
16 
り
、
且
つ
二
0
年
代
は
周
知
の
如
く
好
況
の
期
間
で
あ
る
を
以
て
企
業
利
洞
、
ル
と
推
定
す
る
と
き
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
こ
の
期
間
中
に
お
け
る
資
金
供
給
増
加
店
は
三
0
0憶
ド
ル
弱
培
加
し
て
い
る
と
考
右
は
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
私
的
産
業
に
対
す
る
資
金
供
給
高
で
あ
る
が
、
な
お
そ
れ
以
外
の
金
融
機
関
及
び
其
他
の
源
泉
に
よ
る
資
金
供
給
店
を
附
加
す
る
を
要
す
る
。
然
し
て
住
宅
建
設
資
金
の
供
給
に
関
し
て
は
前
述
の
金
融
機
関
が
重
要
な
作
用
を
し
て
い
る
が
、
な
お
そ
れ
以
外
に
貯
菩
・
貸
付
組
合
、
個
人
等
に
よ
る
不
動
産
抵
当
貸
出
が
重
要
に
し
て
、
例
え
ば
二
五
年
六
月
末
と
二
九
年
⑧
 
六
月
末
と
の
間
に
お
い
て
四
五
億
ド
ル
の
貸
出
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
期
間
の
住
宅
建
築
涸
合
計
は
一
四
一
億
ド
ル
岡
に
し
て
、
一
九
二
0
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
住
宅
建
築
高
合
計
三
ニ
ニ
憶
ド
ル
に
対
し
て
約
四
四
。
＾
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
従
っ
て
貯
菩
．
貸
付
組
合
、
及
び
個
人
の
不
動
産
抵
当
箕
出
が
一
九
二
0
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
全
期
間
に
お
い
て
二
五
年
六
月
よ
り
二
九
年
六
月
ま
で
の
四
ヶ
年
に
て
の
住
宅
建
築
に
対
す
る
と
同
一
割
合
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
一
0
五
位
ド
ル
弱
と
な
る
。
そ
れ
故
に
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
前
述
の
資
金
供
給
高
に
こ
れ
を
附
加
す
る
と
約
四
0
0億
ド
ル
と
な
る
。
企
業
が
そ
の
生
産
設
備
等
を
増
加
す
る
湯
合
に
は
そ
の
資
金
の
可
成
り
重
要
な
部
分
を
企
業
の
内
部
留
保
に
求
め
る
の
が
常
で
あ
従
っ
て
ま
た
企
栗
の
内
部
留
保
も
ま
た
巨
額
で
あ
っ
た
。
即
ち
袋
業
及
び
金
融
業
を
除
く
二
0
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
各
年
の
私
企
業
全
体
の
内
部
留
保
店
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
合
計
ニ
―
二
億
ド
ル
で
あ
る
。
従
っ
て
前
述
の
金
額
に
こ
れ
を
加
え
る
と
約
六
一
〇
臆
ド
ル
と
な
る
。
私
的
企
業
へ
の
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
総
供
給
資
金
に
謁
し
て
は
右
以
外
に
私
人
に
よ
る
直
接
に
企
業
発
行
の
株
式
、
社
俄
へ
の
投
資
を
附
加
す
る
こ
と
を
得
べ
く
、
そ
れ
を
加
え
る
と
右
金
額
を
可
成
り
超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
右
の
金
額
が
そ
の
重
要
部
分
を
形
成
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
資
金
は
各
産
業
に
対
し
て
如
何
な
る
割
合
に
て
供
給
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
産
菜
諮
造
と
金
磁
構
造
（
安
田
）
一
六
17 
の
如
く
で
あ
る
。
次
表
の
如
く
連
邦
土
地
銀
行
に
よ
る
資
金
供
給
高
は
一
0
億
ド
ル
、
生
命
保
険
会
社
は
一
―
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
が
、
商
業
銀
行
既
述
の
如
く
貯
蓄
銀
行
を
も
含
む
銀
行
全
体
と
生
命
保
険
会
社
の
資
金
供
給
高
は
一
九
二
0
年
代
全
体
と
し
て
約
三
0
0億
ド
ル
で
産
業
樅
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
は
逆
に
一
億
ド
ル
減
少
し
ー
て
い
る
。
住宅建築資金供給表
(10億ドル）
戸生命保1相互貯商業個人及I合
年合 険会社菩銀行銀行び其他
：： : : I : I :I 
本表は HistoricalStatistics, Series H, 120より
124まで，及び126による。
1925 
29 
銀
行
一
七
億
ド
ル
、
個
人
及
び
其
他
二
二
億
ド
ル
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
て
こ
の
期
間
中
に
お
け
る
住
宅
建
築
高
は
一
九
二
0
年
代
の
全
建
築
高
の
四
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
も
と
よ
り
一
九
二
0
年
代
全
期
間
の
住
宅
建
築
の
た
め
の
全
資
金
供
給
源
泉
が
二
五
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
そ
れ
と
同
一
割
合
で
あ
る
べ
き
理
由
は
な
い
が
、
あ
る
意
味
に
て
は
そ
の
大
体
の
割
合
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
を
以
て
そ
れ
を
全
期
間
に
拡
大
す
る
と
貯
蓄
・
貸
付
組
合
五
三
億
ド
ル
、
生
命
保
険
会
社
一
七
億
ド
ル
、
相
互
貯
蓄
銀
行
二
八
億
ド
ル
、
商
業
銀
行
四
0
億
ド
ル
、
個
人
及
び
其
他
五
一
億
ド
ル
、
合
計
一
八
九
億
ド
ル
と
な
る
。
各
金
融
機
関
の
一
九
二
0
年
代
に
お
け
る
農
業
へ
の
資
金
供
給
高
で
あ
る
が
そ
れ
は
次
表
叶
13.2 
21.1 
で
あ
る
。
融
機
関
は
い
か
な
る
作
用
を
し
た
か
で
あ
る
が
、
一
七
一
九
二
0
年
代
に
お
い
て
は
前
述
の
如
く
住
宅
建
築
高
は
極
わ
め
て
巨
額
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
建
築
資
金
の
供
給
に
関
し
て
は
各
金
一
九
二
五
年
と
二
九
年
と
の
間
に
お
け
る
不
動
産
抵
当
箕
出
の
内
訳
は
次
表
の
如
く
上
表
が
示
す
如
く
一
九
二
五
年
よ
り
二
九
年
ま
で
の
四
年
間
に
不
動
産
抵
当
貸
出
は
貯
蓄
・
貸
付
組
合
二
三
億
ド
ル
、
生
命
保
険
会
社
八
億
ド
ル
、
相
互
貯
菩
銀
行
八
億
ド
ル
、
商
業
18 
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
住
宅
建
築
の
た
め
の
両
金
融
機
関
に
よ
る
資
金
供
給
高
は
前
述
の
如
く
八
五
位
ド
ル
と
推
定
せ
ら
れ
、
②
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銀
本
は
業
梱
商
各金融機関の最業資金供給高
年
連邦土 生命保 商業
個人 合計
地銀行 険会社 銀行
1919 0.2 1.0 3.7 4.9 9.8 
29 1.2 2.1 3.6 4.7 11.6 
業
資
金
供
給
高
は
一
0
億
ド
ル
で
あ
る
を
以
て
合
計
九
五
低
ド
ル
、
即
ち
そ
の
差
約
二
0
0
億
ド
ル
が
第
二
次
産
業
、
及
び
住
宅
を
除
く
第
三
次
産
業
へ
の
賛
金
供
給
高
と
な
る
。
け
れ
ど
も
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
へ
の
資
金
供
給
涵
と
し
．
て
は
企
業
の
未
分
配
利
澗
を
附
加
す
る
を
要
す
ぺ
く
、
そ
れ
は
約
ニ
―
0
億
ド
ル
で
あ
る
を
以
て
合
計
四
一
0
低
ド
ル
と
な
右
が
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
に
お
い
て
の
一
九
二
0
年
代
の
貸
金
供
給
増
加
麻
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
に
て
の
資
金
配
分
砥
は
如
何
。
九
二
九
年
末
に
は
薗
賦
信
用
残
森
は
一
＝
二
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
自
動
車
困
要
簡“"1 
の
急
激
な
増
加
に
も
と
ず
く
と
考
え
ら
れ
る
ぺ
く
、
且
つ
今
日
に
て
は
耐
久
的
消
喪
財
購
入
資
金
を
商
業
銀
行
が
直
接
に
供
給
す
る
こ
と
は
商
業
銀
行
の
重
要
な
費
金
運
用
方
法
で
あ
る
が
、
当
時
に
て
は
そ
れ
は
一
般
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
を
以
て
、
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
の
資
金
配
分
蒻
の
一
部
分
を
形
成
す
る
と
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
次
ぎ
に
要
求
払
預
金
は
こ
の
期
間
に
一
七
六
憶
ド
ル
よ
り
ニ
ニ
五
億
ド
ル
と
四
九
箆
ド
ル
培
加
し
て
い
る
を
以
て
、
割
賦
払
信
用
と
の
合
計
八
0
億
ド
ル
は
直
接
に
は
投
資
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
そ
の
差
一
-==0他
ド
ル
が
固
定
汽
本
及
び
運
転
資
本
に
投
下
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
貯
蓄
銀
行
を
も
含
む
銀
行
全
体
の
こ
の
期
間
に
お
け
る
資
金
供
給
増
加
高
は
約
ニ
―
0
位
ド
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
中
約
五
0
位
ド
ル
芸
企
業
発
行
の
証
券
に
対
す
る
投
資
高
に
し
て
、
且
つ
そ
の
中
に
は
貯
菩
銀
行
に
お
け
る
証
券
所
有
の
増
加
を
も
含
む
を
以
て
、
商
る。
産
業
梱
造
と
金
盈
梅
造
（
安
田
）
一
八
ま
た
最
19 
た
の
は
そ
の
金
額
よ
り
も
明
確
で
あ
る
如
く
に
企
業
の
自
己
金
融
で
あ
ら
う
。
一
九
―
一
億
ド
ル
が
農
業
、
二
四
億
ド
ル
が
工
業
へ
の
資
業
銀
行
の
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
の
固
定
資
本
形
成
に
対
す
る
資
金
供
給
上
の
作
用
は
小
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ら
う
。
次
ぎ
に
商
業
銀
行
の
運
転
資
本
に
対
す
る
資
金
供
給
で
あ
る
が
、
右
の
ニ
ー
0
憶
ド
ル
よ
り
五
0
億
ド
ル
を
差
引
き
た
る
一
六
〇
億
ド
ル
は
事
業
代
出
及
び
商
業
手
形
の
割
引
に
よ
る
も
、
そ
の
中
約
七
0
億
ド
ル
は
住
宅
建
築
資
金
の
供
給
で
あ
る
を
以
て
約
九
0
億
ド
ル
が
第
二
次
産
業
、
及
び
第
一
二
次
産
業
へ
の
資
金
供
給
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
期
間
中
に
は
要
求
払
預
金
が
約
五
0
億
ド
ル
増
加
し
て
を
り
、
ま
た
割
賦
信
用
取
引
が
こ
の
期
間
に
急
激
に
増
加
し
、
且
つ
そ
の
残
高
が
二
九
年
末
に
は
三
二
億
ド
ル
存
在
し
た
こ
と
を
考
應
す
る
と
き
、
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
へ
の
運
転
資
本
の
た
め
の
商
業
銀
行
に
よ
る
資
金
供
給
高
は
比
較
的
少
額
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
次
ぎ
に
生
命
保
険
会
社
で
あ
る
が
、
そ
の
資
金
増
加
高
の
内
訳
は
次
表
の
如
く
に
し
て
、
社
債
及
び
株
式
所
有
増
加
裔
三
0
億
ド
ル
の
中
二
五
億
ド
ル
は
鉄
道
会
社
及
び
公
益
事
業
会
社
債
で
あ
り
、
ま
た
株
式
所
有
増
加
高
の
中
に
も
鉄
道
会
社
及
び
公
益
事
業
会
社
の
株
式
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
を
以
て
、
そ
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
鉄
道
会
社
及
び
公
益
事
業
会
社
の
社
債
及
び
株
式
で
あ
る
べ
く
、
ま
た
不
動
産
抵
当
代
出
に
つ
い
て
は
一
七
億
ド
ル
が
住
宅
建
築
資
金
、
金
供
給
増
加
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
生
命
保
険
会
社
に
て
は
そ
の
資
金
供
給
増
加
痛
の
大
部
分
が
第
二
次
産
業
へ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
云
い
得
る
で
あ
ら
う
。
な
お
右
以
外
の
金
融
機
関
と
し
て
貯
蓄
・
貸
付
組
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
専
ら
住
宅
建
築
の
た
め
の
金
融
機
関
と
解
す
る
こ
と
を
得
る
。
以
上
の
如
く
に
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
の
実
物
資
本
増
加
、
殊
に
固
定
資
本
増
加
の
た
め
の
衰
金
供
給
に
関
し
て
は
商
業
銀
行
よ
り
も
生
命
保
険
会
社
が
重
要
な
作
用
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
か
く
の
如
き
金
融
機
関
よ
り
も
な
お
重
要
な
作
用
を
し
経
済
成
長
率
の
上
昇
は
好
況
に
媒
く
が
故
に
企
業
利
潤
の
増
加
、
従
っ
て
ま
た
企
業
の
未
分
配
利
潤
の
増
加
と
な
る
べ
く
、
事
後
的
産
業
構
造
と
金
融
楷
造
（
安
田
）
2Q 
て
の
商
業
銀
行
と
他
の
金
融
機
謁
と
の
作
用
割
合
を
解
明
す
る
所
以
と
も
な
る
。
私的産業に対する生命保険会社の汽金供給高
(1919年未より29年未）
(10低ドル）
I 社依及び株式
不動産抵当貸出 I合
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本表は LifeInsurance Fact Book, 1957, p, 67, p. 69, p. 70, 
p. 72, p. 73の tablesより作成
産
業
椴
造
と
金
臨
栴
造
（
安
田
）
考
察
に
て
ほ
冦
的
企
業
に
お
け
る
実
物
資
本
の
増
加
に
は
自
己
金
臨
が
重
要
な
作
用
を
す
る
も
の
に
し
て
、
済
成
長
の
た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
上
井
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
は
第
二
次
産
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
上
丼
が
根
幹
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
に
ほ
そ
の
産
業
に
お
け
る
固
定
資
本
の
増
加
が
そ
の
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
貯
菩
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
は
か
く
の
如
き
固
定
貸
本
増
加
の
た
め
の
必
要
貨
金
、
殊
に
長
期
資
金
供
給
機
関
と
し
て
は
適
当
な
金
融
機
謁
で
あ
り
、
そ
の
長
期
責
金
に
は
住
宅
汽
金
も
含
ま
れ
る
が
、
重
要
部
分
が
第
二
次
産
業
に
お
け
る
長
期
賢
金
の
供
給
と
な
っ
た
と
考
る
。
蓋
し
第
三
次
産
業
は
第
二
次
産
業
と
比
較
し
て
そ
の
資
本
係
数
及
び
固
定
貸
本
係
数
は
著
る
し
く
小
で
あ
る
を
以
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
商
業
銀
行
は
そ
の
短
期
金
融
機
関
と
し
て
の
性
質
上
よ
り
す
る
も
、
第
二
次
産
業
に
お
け
る
運
転
汽
本
に
つ
い
て
は
別
と
し
、
固
定
資
本
増
加
に
対
し
て
は
比
較
的
小
な
る
作
用
を
し
た
と
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
見
解
は
一
応
妥
当
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
な
お
一
応
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
か
と
云
え
ば
金
融
機
関
の
成
長
率
に
お
い
て
商
業
銀
行
よ
り
も
他
の
金
融
機
関
が
よ
り
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
に
し
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
事
後
的
考
察
に
て
の
第
二
次
産
業
に
お
い
一
九
二
0
年
代
は
住
宅
建
築
の
増
加
と
自
動
車
需
要
の
増
加
を
そ
の
重
要
な
要
因
と
し
て
経
済
は
成
長
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
成
一
九
二
0
年
代
は
か
く
の
如
き
事
実
を
示
す
。
然
し
て
発
展
を
含
む
経
゜
21 
長
過
程
に
あ
る
経
済
に
お
い
て
は
ド
マ
ー
ル
が
説
く
如
く
産
出
能
力
の
増
加
を
決
定
す
る
は
投
資
高
と
そ
れ
に
対
す
る
平
均
産
出
能
力
e“ nu
 
増
加
率
、
ま
た
有
効
需
要
増
加
高
を
決
定
す
る
は
投
資
増
加
高
と
限
界
貯
蓄
性
向
で
あ
る
。
然
し
て
一
九
二
0
年
代
に
お
い
て
は
住
宅
を
含
む
実
物
資
本
増
加
率
と
経
済
成
長
率
と
は
ほ
ぼ
同
一
割
合
で
あ
る
が
故
に
、
投
資
に
対
す
る
平
均
産
出
能
力
増
加
率
が
特
に
上
昇
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
物
価
は
安
定
し
て
い
る
を
以
て
そ
の
こ
と
は
産
出
能
力
増
加
高
と
有
効
需
要
増
加
謀
と
が
こ
の
期
間
全
体
と
し
て
は
均
等
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
こ
と
よ
り
推
察
す
れ
ば
限
界
貯
蓄
性
向
は
安
定
的
で
あ
っ
た
と
も
考
え
得
る
。
然
し
乍
ら
右
の
実
物
資
本
の
中
に
は
耐
久
的
消
費
財
の
所
有
高
増
加
を
含
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
代
に
は
既
述
の
如
く
そ
の
典
型
で
あ
る
臨
自
動
車
所
有
高
の
増
加
は
急
激
で
あ
る
を
以
て
そ
れ
を
投
資
と
考
え
、
そ
れ
を
含
む
実
物
資
本
増
加
率
を
考
え
る
と
き
平
均
産
出
能
力
増
加
率
は
低
下
し
た
こ
と
と
な
り
、
且
つ
こ
の
場
合
産
出
能
力
増
加
裔
と
有
効
需
要
増
加
高
と
が
均
等
に
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
物
価
が
安
定
す
る
た
め
に
は
限
界
貯
蓄
性
向
の
上
昇
、
従
っ
て
ま
た
乗
数
の
値
が
低
下
す
る
を
要
す
る
。
か
く
の
如
く
に
こ
の
時
代
に
は
限
界
貯
蓄
性
向
は
上
昇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
国
民
一
人
当
り
平
均
所
得
の
増
加
率
も
ま
た
大
で
あ
り
、
且
つ
所
得
の
増
加
に
伴
い
限
界
貯
蓄
性
向
は
上
昇
の
傾
向
に
あ
る
を
以
て
そ
の
こ
と
よ
り
も
そ
れ
は
推
察
し
得
る
。
物
価
水
準
と
通
貨
数
最
と
は
対
応
関
係
に
あ
り
、
同
一
の
成
長
率
に
て
も
物
価
水
準
が
騰
貴
す
る
な
ら
ば
通
貨
数
量
の
増
加
率
は
成
長
率
を
超
え
る
の
に
反
し
、
物
価
水
準
が
安
定
的
で
あ
る
と
き
に
は
成
長
率
と
通
貨
数
量
と
は
ほ
ぼ
同
一
割
合
と
な
る
。
然
し
て
こ
の
期
間
に
お
い
て
物
価
が
安
定
的
で
あ
っ
た
の
は
前
述
の
如
く
に
投
資
に
対
す
る
平
均
産
出
能
力
増
加
率
の
低
下
に
対
応
し
て
限
界
貯
蓄
性
向
の
上
昇
に
よ
る
有
効
需
要
増
加
高
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
こ
と
は
貯
蓄
増
加
率
が
成
長
率
を
超
え
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
成
長
率
と
通
貨
数
巌
増
加
率
と
は
物
価
安
定
期
に
は
ほ
ぼ
同
一
割
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
更
ら
に
要
求
払
預
金
は
通
貨
数
益
の
大
部
分
を
構
成
し
、
両
者
は
ほ
ぽ
同
一
割
合
に
て
増
加
し
た
が
故
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
要
求
払
預
金
に
対
す
る
有
期
預
金
、
産
業
構
造
と
金
融
構
造
（
安
田
）
22 
産
業
描
造
と
金
融
栂
造
（
安
田
）
生
命
保
険
会
社
の
只
任
準
備
金
が
そ
の
増
加
率
に
お
い
て
よ
り
大
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
金
融
機
関
の
貸
産
増
加
率
に
も
反
映
し
て
要
求
払
預
金
の
受
入
れ
を
そ
の
受
信
業
務
の
主
た
る
業
務
と
す
る
商
業
銀
行
の
相
対
的
地
位
の
低
下
、
有
期
預
金
並
に
生
命
保
険
料
の
形
式
に
て
貯
菩
を
受
入
れ
る
貯
蓄
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
等
の
相
対
的
地
位
の
上
井
と
な
っ
た
も
の
に
し
て
、
そ
の
場
合
事
前
的
関
係
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
事
後
的
考
察
に
て
は
経
済
成
長
の
た
め
の
必
要
資
金
の
供
給
に
お
い
て
後
者
の
作
用
は
大
と
な
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
経
済
成
長
の
根
源
と
な
る
は
一
九
二
0
年
代
に
て
は
第
二
次
産
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
で
あ
り
、
且
つ
そ
れ
が
た
め
に
は
そ
の
産
業
の
固
定
資
本
は
増
加
す
る
を
要
す
る
が
、
事
前
的
凋
係
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
事
後
的
に
は
そ
の
必
要
資
金
で
あ
る
長
期
資
金
の
供
給
に
お
い
て
貯
蓄
銀
行
及
び
生
命
保
険
会
社
の
作
用
割
合
が
大
と
な
る
か
の
如
く
に
な
る
。
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然
し
て
か
く
の
如
き
圧
倒
的
地
位
を
占
め
る
相
互
貯
岳
銀
行
の
衷
金
運
用
内
容
で
あ
る
が
、
二
七
年
六
月
未
に
て
は
そ
れ
は
不
動
産
抵
当
代
出
を
そ
の
大
部
分
と
す
る
代
出
五
ご
叫
ド
ル
、
連
邦
政
府
依
二
位
ド
ル
、
州
及
び
地
方
債
四
・
六
低
ド
ル
、
鉄
道
依
六
•
五
低
ド
ル
、
公
益
事
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依
一
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・
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ド
ル
、
其
他
一
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な
っ
て
い
る
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貯
若
銀
行
の
沢
産
は
こ
の
期
間
に
は
五
二
低
ド
ル
よ
り
一
OOJl:!l
ド
ル
と
四
八
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
が
こ
の
期
問
中
の
住
宅
抵
当
代
出
増
加
窃
は
二
八
低
ド
ル
と
推
定
せ
ら
れ
る
を
以
て
そ
の
差
は
二
〇
憶
ド
ル
と
な
り
、
且
つ
そ
の
大
部
分
は
第
二
次
産
業
及
び
第
一
二
次
産
業
に
お
け
る
企
業
発
行
の
証
券
所
有
店
の
増
加
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
仮
り
に
そ
れ
を
一
0
億
ド
ル
と
す
る
と
商
業
銀
行
の
証
券
所
有
増
加
高
は
四
0
億
ド
ル
程
度
に
と
ど
ま
る
。
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